県 内 で は どの よう に 際 染 を 進め て いく の で すか ? 


一 関 市 奥州 市 及び 平泉 町 は 、 航 空 機 モニ タリ ング 調査 な ど で 、 空 間 線 量 率 が 毎時 0.23 マ イク ロ シ ー ベ ルト 以上 の 区 域 が 
認 さ れ た た め 、 放 射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 大 づき 、 平 成 23 年 12 月 に 汚染 状況 重点 調査 地域 に 指定 され まし た 。 現在 、 
除 染 実施 計画 を 策定 し 、 国 の 支援 に より 平成 25 年 度 ま で の 完了 を 目指 し て 除 染 を 進め て いる と ころ で す 。 
また 、 そ の 他 の 地域 で も 、 雨 どい の 下 や 側溝 な ど で 局所 的 に 空間 線量 率 が 高い 箇所 が 見 つか つた た め 、 県 は 平成 23 年 9 月 
に 「 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 ] を 定め 、 独自 に 補助 制度 を 創設 し て 市 町 村 等 が 行う 学校 な どの 教育 ・ 福 祉 施設 や 、 公 園 
な どの 公共 施設 の 除 染 を 促進 し て いる ほか 、 県 が 所 有 ・ 管 理 す る 施設 の 除 染 を 進め て いま す 。 


【 放 射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 】 

正式 名 称 を 、「 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発生 し た 東北 地方 太平 洋 沖 地 震 に 伴う 原子 力 発電 所 の 事故 に より 放出 され た 放射 
性 物質 に よる 環境 の 汚染 へ の 対処 に 関す る 特別 措置 法 ] と いい ます 。 

この 法律 は 、 福 島 第 一 原発 事故 に 伴う 放射 性 物質 の 拡散 に よる 環境 の 汚染 へ の 対向 に 関し 、 国 、 地 方 公共 団体 、 関 係 原子 
事業 者 等 が 講ず べき 措置 等 に つい て 定め る こと に より 、 環 境 の 汚染 に よる 人 の 健康 又は 生活 環境 へ の 影響 を 速やか に 軽減 する 
こと を 目的 と し て 制定 され た も の で 、 平 成 23 年 8 月 30 日 に 公布 、 平 成 24 年 1 月 1 日 に 全面 施行 と な り まし た 。 


原発 事故 に よる 被害 の 損害 賠償 請求 は どう な っ て いま すか ? 


原子 力 損害 の 賠償 に 関す る 法律 に より 、 原 子 炉 の 運転 等 に より 原子 力 損害 (原発 事故 等 と 相当 因果 関係 が 認め られ る 損害 ) 
を 与え た と き は 原子 力 事業 者 が 損害 賠償 責任 を 負う こと が 定め られ て お り 、 福 島 第 一 原子 力 発電 所 の 事故 に よる 原子 力 損害 
に つい て は 、 東 京 電力 株 式 会 社 ( 以 下 「 東 京 電力 ] と いう 。) が 賠償 責任 を 負う こと と な り ま す 。 

国 が 設置 し た 原子 力 損害 賠償 紛争 審査 会 は 、 被 害 者 と 東京 電力 と の 間 で 、 損 害 賠償 に つい て 円 滑 な 話し 合い と 合意 形成 を 
促す た め に 、 誰 が 見 て も 明らか に 原発 事故 に よる も の と 認め られ る よう な 損害 の 一 部 を 「 中 間 指針 ] と し て 公 \ 表 し て いま す 。 
この 「 中 間 指針 ] に 明記 され た 、 県 内 で 発生 し て いる 幾つ か の 損害 に つい て は 、 既 に 損害 賠償 が 始ま つて いる も の も あり ます 。 

「 中 間 指 針 ] に 明記 され て いな い 、 風 評 被害 を 含む その 他 の 損害 に つい て も 、 被 害 者 か ら 東 京 電力 に 対し て 損害 賠償 請求 を 
行う こと が で きま す 。 当 時 者 間 の 交渉 に お いて 合意 に 至ら な か つた 場合 は 、 原 子 力 損害 賠償 紛争 審査 会 に 設け られ た 原子 カ 
損害 賠償 紛争 解決 セン ター へ 和解 の 仲介 の 申し 立て を 行う か 、 も し く は 裁判 に より 解決 を 図る こと と な り ま す 。 

県 で は 、 市 町 村 や 各種 団体 と 連携 し 、 被 害 者 の 損害 賠償 請求 を 支援 し こい ます 。 ま た 、 原 発 事故 の 原因 者 で ある 東京 電力 
に 対し て は 、 広 く 責任 を 認め 速やか に 賠償 を 行う よう に 強く 求め る と と も に 、 国 に 対し て は 、 十 分 か つ 迅 速 な 損害 賠償 が 行 
われ る よう 、 必 要 な 措置 を 講じ る よう に 働き か け て いま す 。 








放射 能 ・ 放 射線 ・ 放 射 性 物質 に 関す る 県 の 相談 窓口 





【 環 境 放射 能 ・ 放 射線 】…… の …… 環境 保全 課 019-629-5383 
半 全 MWh 県 民 く らし の 安全 課 019-ー629-5322 
【 農 林 水 産物 】…… ド ーー…… 農林 水産 企画 室 019—-629-5622 
NS iio ti スポ ー ツ 健康 課 019-629-6193 
【 内 部 被ばく に よる 健康 影響 .……… 医療 推進 課 019-629-5472 
【 損 害 賠償 請求 関係 】………………… 総務 室 019-629-6815 


【 受 付 時 間 】 月 曜日 か ら 金 曜日 :8:30 て 17:15 ※ 祝 ・ 祭 日 ・12 月 29 日 一 1 月 3 日 を 除き ます 。 


放射 線 対 策 サイ ト 肉 栓 索 。 





- 放射 能 ・ 放 射線 に つい て 


ーー 理 角 を 深め E コ し まう 


S60000000 SS の の 9 の の る SS の の の の 9 W PE) の @ つ @ @ @ @@ 6 
D の ら O0000000009000000600600600006000600006000060090060000060060609060 6 





放射 能 、 放 射線 、 放 射 性 物質 と は どの よう な も の で すか ?  』 


放射 線 を 出す 能力 を 「 放 射 能 ] と いい 、 こ の 能力 を 























放射 線 に よっ つて どれ だ け 影 響 が ある の か を 表す 単位 
口 」 は 百 万 分 の 1 を 表し ます 。 ーー レー ベル ト ($9】 | 


eeeeeeoeooeeeoooeeoooeooooeeeoooeoeooo@oe 出典 : 資源 エネ ルギー 庁 「 原 子 力 2010] 


も つた 物質 の こと を 「 放 射 性 物質 ] と いい ます 。 we i 

懐中 電灯 に 例え て みる と 、 光 が 放射 線 、 懐 中 電灯 Ph 光 を 出す 能力 
が 放射 性 物質 、 光 を 出す 能力 が 放射 能 に あたり ます 。 ee 
・ 【 放 射 能 ・ 放 射線 の 単位 】 ・ 明る さ を 表す 単位 1 
・ Bq( ベ クレ ル )、Sv( シ ー ベ ルト ) と いう 単位 * A 
。 の 違い は 次 の と お り で す 。 d 
。 @ 放 射 能 : ベク レル (Bq)… 放 射 能 の 強 さ (1 秒  ? や 前 
- 問 に 原子 核 が 崩壊 する 数 ) を 表す 単位 ・ キー Ho 
・ 。@ 放 射線 量 : シー ベル ト (Sv) … 放 射線 に よ つ * = 
。 て どれ だ け 人 体 に 影響 が ある か を 表す 単位 d ンー [ 
5 8 放射 能 の 強 さ を 表す 単位 
・ ※ 単 位 で 使わ れる 「 ミ リ 」 は 千 分 の 1、「 マ イク <* (ペク レル (5g) 





放射 線 に は どの よう な 種類 が ある の で すか ? 


「 放 射線 ] は 物質 を 透過 する 力 を 持つ た 光線 に 似 た も の で 、 ア ルフ ァ (a) 線 、 ベ ー タ (8) 線 、 ガ ンマ (y ) 線 、 エ ックス (X) 線 、 中 
性 子 線 な ど が あり ます 。 
放射 線 は これ ら 種 類 に よっ て 物 を 通り 抜け る 力 が 違い ます の で 、 そ れ ぞ れ 異 な る 物質 で 遮る こと が で きま す 。 
【 放 射線 の 防護 】 
放射 線 は 右 図 の よう に コン クリ ー ト な どの 物 
質 に より 遮る ( 遮 へ いす る ) こと が で きる ほか 、 
距離 を と る (離れ る ) こ と に より 弱く な り ま す 。 





アル ファ (o) 線 や 


ベー タ (8) 線 @ 








また 、 原 発 事故 で も た ら さ れ た 放射 性 物質 ガン マ ( ツ ) 株 aaa 
は 、 自 然 界 に 永遠 に 残る も の で は な く 、 時 間 と IE) 
と も に 少な く な り ま す 。 放射 性 物質 は その 中 の 





原子 核 が 放射 線 を 出し て 別 の 原子 核 に 変化 し 、 
最終 的 に は 放射 性 物質 で な く な り ま す 。 放射 性 
物質 が 半分 に 減少 する まで の 時 間 を 半減 期 と い 
い 、 こ の 半減 期 は 放射 性 物質 の 種類 に よ つ て 異 
な り 、 例 えば ヨウ 素 131 の 場合 は 8 日 、 セ シ ウ 
ム 134 は 約 2 年 、 セ シウム 137 は 約 30 年 で す 。 





紙 アル ミニ ウム 等 の 鉛 や 厚い 鉄 の 板 水 や コン クリ ー ト 
薄い 金属 板 


出典 : 資源 エネ ルギー 店 「 原 子 力 2010] 





放射 線 は どこ に で も ある も の で すか ? ) 


私 た ち は 、 普 段 か ら 放 射線 を 浴び て いま す 。 た と えば 、 ーー 人 あたり の 年 間 線量 (世界 平均 ) 
食物 や 大 気 に は 、 普 段 か ら 放 射 性 物質 (カリ ウム 40 や ラド 
ン な ど ) が 含ま れ て いま す 。 そ の ほか に も 、 宇 宙 や 大 地 か 
ら 放 射線 を 受け て いま す 。 こ れ ら を "自然 放射 線 " と 呼び 


ます 。 


【 外 部 被ばく と 内 部 被ばく 】 

「 外 部 被ばく ]」 と は 、 体 の 外 に ある 放射 性 物質 か ら 放 
出さ れ た 放射 線 を 受け る こと で す 。 こ れ に 対し 、「 内 
部 被ばく 」 は 、 放 射 性 物質 を 含む 空気 、 水 、 食 物 な ど 
を 摂取 し て 、 放 射 性 物質 が 体内 に 取り 込ま れる こと に 
よっ て 起こ り ま す 。 

「 外 部 被ばく 」 は 、 放 射 性 物質 か ら 離れ て し まえ ば 、 
被ばく 量 が 減り ます (例え ば 、 距 離 が 2 倍 に な れ ば 被 ば 
く 量 は 1/4 に な り ま す ) 。「 内 部 被ばく 」 の 場合 に は 体内 
に 取り 込ま れ た 放射 性 物質 の 生物 学 的 半減 期 に よ つ て 
被ばく 量 が 異な り ま す 。 セ シウム 137 で は 成人 の 場合 
約 100 日 で 体内 の 存在 量 は 半分 に な り ま す 。 


























食物 か ら 
0.29 ミ リ シ ー ベ ルト 





























出典 : 国連 科学 委員 会 (UNSCEAR) 2000 年 報告 





























私 た ち は 、 日 常 生 活 の 身近 な と ころ で 自然 放射 線 や 人 工 放射 線 な ど 、 さま ざま な 放射 線 を 受け て いま す 。 例 えば 、 胃 の エッ 
クス 線 検査 を 1 回 受け る と 0.6 ミ リ シ ー ベ ルト 、CT ス キャ ン を 1 回 受け る と 6.9 ミ リ シ ー ベ ルト 被ばく する こと に な り ま す 。 
また 、 東 京 か ら ニ ュー ヨー ク の 航空 機 旅 行 で は 宇宙 線 に より 往復 で 0.2 ミ リ シ ー ベ ルト 被ばく する こと に な り ま す 。 


mSv (ミリ シー ベル ト ) 
放射 線 が 人 に 対し て 、 TE で お HB らい 与え る か を 評価 する た め の 単 位 
( 注 : 目盛 (点線 ) は 1 目盛 下がる た びに 10 分 の 1 と な る こと ) 















岐阜 ベーー ツ 神奈 川 





8 り の 放射 線 被ばく ES 


が ん 治療 (専門 部 
位 の み の 線 量 ) 

















国内 で の 自然 界 か ら の 放射 線量 の 差 
(年 間 ・ 県 別 平均 値 の 差 の 最大 ) 



































ブラ ジル ・ ガ ラバ リ ・ イ ラン ・ ラ ム サ ー ル 
で の 自然 界 か ら の 放射 線 (年 間 ) 

















(年 間 ・ 世 界 平均 ) SS 
で へ へ 、 日 本 の 1 人 あたり の 自然 界 か ら の 放 朋 線 
(年 間 ・ 全 国 平均 ) 






















































ミー ニュ ー ヨ ー ク 航空 機 旅 行 \ ! 7/ 
(人 高度 に よ る 宇宙 線 の 増加 ) ~ 人 3 の 6 代 / 




















0.03- 岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 
0.01 以 下 健康 影響 調査 結果 (H24.3 月 ) 
出典 : 資源 エネ ルギー 庁 「 原 子 力 2010] な ど 











【 内 部 被ばく 線量 の 評価 】 

100Bq/kg の セシウム 137 が 検出 され た 飲食 物 1kg を 食べ た 場合 、 人 体 へ の 影響 は 預託 実効 線量 (4 ペー ジ 参 照 ) と し て 次 の 
と お り 計算 され ます 。 (下線 部 の 係数 は 放映 性 物質 の 種類 で 異な り ま す 。) 
100x1.3x10.5=0.0013mSy (ミリ シー ベル ト ) 一 胸 の X 線 検診 の 50 分 の 1 程度 

また 、100Bq/kg の セシウム 137 が 検出 され た 飲食 物 を 年 間 770kg (1 日 当たり 約 2.1kg) 食べ る と 、 そ の 影響 は 約 1mSy 
と な り ま す 。 
※1mSv (ミリ シー ベル ト ) =1/1000Sv( シ ー ベ ルト )=1000nSv( マ イク ロ シ ー ベ ルト ) 





食物 中 の 自然 放射 性 物質 は どの 程度 で すか ? ) 


大 地 や 海水 中 に 含ま れる 放射 性 物質 は 、 野 菜 や 魚 な ど に 吸収 され 、 食 べ 物 を 通し て 体内 に 取り 込ま れ ま す 。 人間 は だ れ で 
も 体内 に 数 種類 の 放射 性 物質 を も つて いま す が 、 代 表 的 な も の は カリ ウム 40 で す 。 人 体 は ほぼ 一定 割合 ( 約 0.2%) の カリ ウ 
ム を 含ん で いま す が 、 大 部 分 は 放射 線 を 出さ な い カ リウ ム で 、 放射 線 を 出す カリ ウム 40 は この うち 0.012% 程 度 含ま れ ま す 。 
この よう に 食物 摂取 に より 体内 に 取り 込ま れ た 放射 性 物質 か ら の 放射 線 の 量 は 、 1 年 間 に 約 0.29 ミ リ シ ー ベ ルト 程度 に な つっ 
て いま す 。 





エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ ミエ エエ エエ エエ た @ 価 内 の 放射 性 物質 の 量 
【 自 然 放 射 性 物質 と (体重 60kg の 日 本 人 の 場合 ) 
人 工 放射 性 物質 】 - 
地球 創成 期 か ら 主 に 地殻 中 に 存在 カリ ウム 40 4.000 ベ クレ ル 
FON LA DN ラジ 炭素 14 2.500 ベ クレ ル 
等 及び 宇宙 線 と 大 気 中 の 窒素 や 酸素 ルビ ジウ ム 87 500 ベ クレ ル 


の 原子 核 と 反応 し て 生成 する トリ チ 
ウム 、 炭 素 14 等 を 「 自 然 放射 性 物質 ] 


鉛 210・ ポ ロニ ウム 210 20 ベ クレ ル 





と いい ます 。 1 ら ヒ 忘 

ー 方 、 原 発 事故 や 核 実験 に より 放 念 食物 中 の カリ ウム 40 の 放射 能 量 (日 本 ) (単位 : らら 
出さ れる 放射 性 物質 を 人 工 放 射 性 物 ポテ ト 
損 と いい 、 主 な も の は 放射 性 ヨウ 素 譲 | 
と 放射 性 セシウム で す 。 こ の ヨウ 素 
と セシウム の 体内 で の 特性 は 次 の と キ し こん ぶ 2,000 〒 キ し し いた け 700 | 








お り で す 。 

※ ヨ ウ 素 : 経口 摂取 され た ヨウ 素 
は 消化 管 か ら 吸収 され 、 血 中 を と お 
り 30% は 甲状腺 に 蓄積 し 残り は 排 
港 さ れ ま す 。 

※ セ シウム : 体内 に 残存 する 際 、 
特定 の 臓器 に 蓄積 する 性 質 (親和 性 ) 
は あり ませ ん 。 
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生 わ か め の 00 ほう れん 草 200 魚 1 2 年 内 100 


牛乳 還 食パン 30 30 ビ ピール 10 
出典 : 旧 科 学 技術 庁 パ ン フ レッ ト 


食品 中 の 放射 性 セ シウム の 基準 は どう つ な つ て いま すか が ? の 


従来 の 暫定 規制 値 に 適合 し て いる 食品 は 、 健 康 へ の 影響 は な いと され て きま し た が 、 よ り 一 層 、 食 品 の 安全 と 安心 を 確保 
する た め 、 放 射 性 物質 を 含む 食品 か ら の 被ばく 線量 の 上 限 を 年 間 5 ミ リ シ ー ベ ルト か ら 年 間 1 ミリ シー ベル ト に 引き 下げ 、 
これ を も と に 平成 24 年 4 月 か ら 新 た な 基準 値 が 設定 され まし た 。 こ れ に より 、 大 半 の 食品 の 基準 値 が 従来 の 困 定 規制 値 の 5 
分 の 1 に な り ま し た 。 

特別 な 配慮 が 必要 と 考え られ る 「 飲 料 水 ]、「 和 牛乳 」、「 乳 児 用 食品 ] は 区 分 を 設け 、 そ れ 以 外 の 食品 を 「 一 般 食品 ] と し 、 全 体 
で 4 区 分 と な り ま し た 。 

県 で は 、 新 し い 明 準 値 に 朱 づ く 検 査 体制 を 整え 、 生 産 や 流通 な ど そ れ ぞ れ の 段階 で 検査 を 行い 、 安 全 性 を 確認 し て いき ます 。 


〇 放射 性 セシウム の 暫定 規制 値 〇 放射 性 セシウム の 新 基 準 値 


食品 群 規制 値 
Hn (単位 : ベク レル /kg) (単位 : 
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野菜 類 





肉 ・ 卵 ・ 魚 ・ そ の 他 


に =| So 





※ 放 射 性 スト ロン チ ウ ム を 含め て 規制 値 ※ 放 射 性 スト ロン チ ウ ム 、 プ ルト ニウム な ど を 含め て 基準 値 を 設定 









































出典 : 厚生 労働 省 パ ン フ レッ ト 





農林 水産 物 の 検査 体制 は どう な っ て いま すか ? | 


県 で は 、 県 内 で 生産 され る 米 、 野 菜 、 果 物 な どの 農産 物 、 原 乳 や 肉類 な どの 畜産 物 、 海 産 角 や 川 負 な どの 水産 物 、 し いた 
け な ど の 特 用 林産 物 に つい て 、 放 射 性 物質 の 検査 を 計画 的 に 行 つ て いま す ( 平 成 23 年 度 の 検査 は 9.272 件 ) 。 

今後 は さら に 検査 対象 を 拡大 し 、 国 の 定め る 昌 準 値 を 超え た 場合 は 出荷 自 腐 を 要請 する な ど 、 県 産 農林 水産 物 の 安全 性 の 
確保 に 努め ます 。 


流通 食品 の 検査 体制 は どう な っ て いま すか ? 「 


県 で は 、 県 内 全域 に 流通 し て いる 食品 に つい て 、 毎 月 、 放 射 性 物 

質 の 検査 を 実施 し ます 。 対象 は 、 流 通 量 の 多い 食品 、 主 要 な 農産 物 
が 中 心 と な り ま す 。 ま た 、 こ の 条件 に 関わ ら ず 、 こ れ ま で の 放射 性 
物質 検査 で 高い 値 が 報告 され た 食品 に つい て は 、 必 要 な 検査 を 行い 
ます 。 

基準 値 を 超え た 食品 が 見 つか つた 場合 、 食 品 衛生 法 に 基づい て 
収 ・ 廃 棄 命 令 な ど 必 要 な 措置 を 講じ る と と も に 、 迅 速 な 情報 公開 に 
努め ます 。 








回 








【 ゲ ル マ ニ ウム 半導体 検出 器 に よる 検査 】 馬 、 





学校 給食 の 検査 体制 は どう な っ て いま すか が か? 


県 で は 、 安 全 な 給食 を 提供 する た め 、 県 立 学校 に 測定 機器 を 整備 する と と も に 、 市 町 村 が 測定 機器 を 導入 する 際 の 補助 金 
制度 を 設け る な どの 支援 を 行 つ て いま す 。 

また 、 市 町 村 な ど が 給食 で 使用 する 予定 の 食材 を 事前 に 測定 し た 場合 に お いて 、 国 の 定め る 大 準 値 の 2 分 の 1 以上 の 値 が 
検出 され た 際 に は 、 あ ら た め て 県 が 食材 の 放射性 物質 濃度 の 精密 な 検査 を 行い 、 明 準 値 を 超え た 食材 が 給食 に 使用 され る こ 
と の な いよ うに し て いま す 。 

今後 も 、 よ り 一 層 の 安全 ・ 安 心 な 学校 給食 の 提供 に 向け て 、 県 と 市 町 村 で 連携 を 図り な が ら 取 り 組ん で いき ます 。 








県 内 の 内 部 彼 ば く の 状況 は どう な っ て いま すか ? 

で は 、 大 人 に へ て 入線 に よる 虹 導 (守家 信 が ある 子ども の が 拉 ば く : が を 夫 舞 する なめ 、 県 内 で 
電 的 空間 線量 の 高い 県 南部 を 中 心 に 、 主 に 県 南 地 域 の 15 歳 以下 の 住民 を 対象 と し て 放射 線 健康 影響 調査 ( 尿 中 放 稀 性 物質 
ンプ リン グ 調 査 : 平成 23 年 12 月 1 日 平成 24 年 3 月 2 日 ) を 行い まし た 。 

調査 結果 は 、 県 内 外 の 専門 家 で 構成 する 岩手 県 放 和 































































































線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 有識者 会 議 に お いて 「 放 身 放射 性 セシウム に よる 預託 実効 線量 の 状況 (mSv) 
性 セシウム に よる 預託 実効 線量 は 、 最 大 で も 0.03 ミ リ 1 8 人 
シー ベル ト 未 満 と いう 結果 で あり 、 全 員 が 1 ミリ シー | ※ 預 託 実効 線量 (mSv) と は 、 体 内 か 略 
70 人 ら の 内 部 被ばく 線量 に つい て 、 成 
ベル ト を は る か に 下回っ つて いる こと か ら 、 放 射線 に よ 60 人 - 人 で 50 年 間 、 子 ども で 70 歳 まで |- 
る 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え られ る 。] と 評価 され | 50 人 ] 45 人 ーー 
40 人 ゴ 
まし た 。 時 
また 、「 今 回 の 調査 結果 を 踏ま える と 、 こ れ ま で と 同 | 20 」 
様 の 食 生 活 を 継続 し て も 健康 に 影響 が 及ぶ と は 考え に | 1o 人 ] 6 
J まま ロロ ミ 友 中 EL ミク = 」 | 0 人 
くい 状況 で す 。 流通 段階 で 検査 が 了 わ れ て いる ( 般 的 NN 0.01 未 満 0.01-0.02 未 満 0.02~0.03 未 満 0.03 以 上 
に 市 販 さ れ て いる ) 食品 に つい て は 特段 の 心配 は 必要 な 
いと 考え られ ます が 、 空 間 線量 の 高い 地域 の 野生 の き 陸 預託 実効 線量 (mSv) = 生涯 累計 の 内 部 被ばく 線量 8 
へ 、 0.01 未 満 0.01<0.02 未 満 | 0.02~0.03 未 満 0.03~ 
の こ や 山 菜 を 食べ る 場合 は 念 の た め 汚 染 ed FT 5 の ー 6 
する 必要 が ある と 思わ れ ま す 。」 な どの 生活 上 の 留意 点 比率 61 .4% 34.1% 4.5% 0% 100% 
が 示さ れ ま し た 。 出典 : 岩手 県 公式 ホー ムペ ー ジ 




















放射 線 に よる 健康 影響 は どの よう な も の で すか ? ] 


放射 線 が 人 体 へ 及ぼ す 影 響 の ー つ は 、 被 ば く を し た 人 の 体 に 現れ る 身体 的 影響 で す 。 
身体 的 影響 は 、 確 定 的 影響 及び 確率 的 影響 に 分 類 さ れ ま す 。 ま た 、 被 ば く を し た 本 人 に は 現れ ず 、 そ の 子孫 に 現れ る 遺伝 
性 影響 に つい て も 研究 され て いま す が 、 遺 伝 性 影響 が 人 に 現れ た と する 証拠 は 、 こ れ ま で の と ころ 報告 され て いま せん 。 
人 @ 確 定 的 影響 : 比較 的 高い 放射 線量 を 受け た 場合 に 現れ る 健康 影響 で 、 被 ば く 後 、 比 較 的 短期 間 で 影響 が 現れ ます 。 (具体 
例 一 脱毛 、 紅 斑 、 白 内 障 な どの 身体 的 影響 ) 
⑧ 確 率 的 影響 : 比較 的 低い 放射 線量 を 受け た 場合 で も 現れ る こと が あり 、 放 射線 量 が 高く な る に つれ 、 現 れる 確率 が 増え 
と 考え られ て いる 健康 影響 で 、 被 ば く 後 、 数 年 以上 を 経て 影響 が 現れ ます 。 (具体 例 つ が ん ) 
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時 2 
示 ノ 
痢 持 
の の 
現 現 
れ れ 
堆 | 人 
自 ゃ る 
率 し きい 値 ※ 氷 ee 
a 
ーー ーー に 
線量 線量 
影響 な し 低 線量 域 
| ※ し きい 値 : ある 作用 が 反応 を 起こ すか 起こ さ な い ! 出典 ・( 財 ) 放 射線 影響 協会 「 放 射線 の 影響 が わか る 本 」 
| か の 境 の 値 の こと 。 | な ど を 参考 と し 作成 


【 被 ば く 線量 と が ん の 増加 率 】 
原爆 被爆 者 の 調査 で は お よそ 100 ミ リ シ ー ベ ルト 以上 の 線量 で は 、 線 量 と と も に が ん 死亡 が 増加 する こと が 確認 され て い 

ます が 、 お よそ 100 ミ リ シ ー ベ ルト まで の 線量 で は 、 放 射線 に より が ん 死亡 が 増え る こと を 示す 明確 な 証拠 は あり ませ ん 。 

それ は 、 放 射線 に よる 影響 が 喫煙 や 食 生 活 な ど 、 日 常 生 活 の さま ざま な が ん に な る 要因 に よっ つて 隠れ て し まう ほど 小さ いか ら 

で す 。 

生活 習慣 に よる 発がん リス ク と 放射 線 被ばく に よる 発がん リス ク は 図 の と お り で す 。 発がん リス ク を 減ら す た め に は 、 喫 煙 、 

食事 、 運 動 等 の 生活 習慣 の 改善 が 大 切 で す 。 
























人 人 
| 」 遺伝 的 な 原因 
10002000 ミ リ シ ー ベ ルト の 1.8 倍 
放射 線 を 受け た 場合 © ポポ 作 人 
喫煙 1.6 倍 ll ll 
飲酒 (毎日 3 合 以上 ) A 




















痩せ 過ぎ 1.29 倍 
肥満 1.22 倍 








賠 | _) 、 多き 


ウイ ルス ・ 細 菌 ・ 寄 生 忠 





200500 ミ リ シ ー ベ ルト の 1.19 倍 
放射 線 を 受け た 場合 ・! マ 中 
運動 不足 1.15~1.19 倍 

















塩分 の 取り 過ぎ 1.11~1.15 倍 >g、 
100~200 ミ リ シ ー ベ ルト の 1.08 倍 に ジィ 
放射 線 を 受け た 場合 Ne 過 放射 線 ・ 3g 
野菜 不足 1.06 倍 NGI 








信 放 射線 は 、 広 島 ・ 長 崎 の 原爆 に よる 瞬間 的 な 被ばく を 分 析 し た デー タ (固形 が ん 
の み ) で あり 、 長 期 に わた る 被ばく の 影響 を 観察 し た も の で は な い 。 








人 \ て いる 所 や 
住ん で いる 所 の 環境 


























その他 は 、 国 立 が ん 研究 セン ター の 分 析 し た デー タ で ある 。 食事 ・ 食 習慣 
※ 対 象 : 40~69 歳 の 日 本 人 
運動 不足 : 身体 3 量 が 非常 に 少な ト 足 : 野菜 摂取 量 が 非常 に 少な 会 
出典 : ( 独 ) 国立 が ん 研究 セン ター 調べ 「 改 訂 版 放射 線 の ABC」 (201 1 年 ) な ど よ り 作成 


放射 性 物質 の 分 布 の 状況 は どう な っ て いま すか ? 








省 が 本 県 全域 で 航空 機 を 用 いた モニ タリ ング を 平成 23 年 9 月 か ら 10 
月 に か け て 実施 し 、 そ の 結果 を 平成 23 年 11 月 11 日 に 公表 し まし た 。 





延べ 70 回 の 飛行 調査 を 行い 、 地 表面 か ら 1 メ ー ト ル の 高 さ の 放射 
線量 (空間 線量 率 ) と 地上 に 沈着 し た 放映 性 セン ウム の 量 を 測定 し ま 
し た ( 右 図 、 下 図 を 参照) 。 








調査 の 結果 、 放 射線 量 は 県 内 の 大 部 分 の 地域 が 毎時 0.1 マ イク ロ 
シー ベル ト 以 下 で し た が 、 奥 州 市 、 一 関 市 、 平 泉町 な どの 県 南 地域 
で は 、 毎 時 0.1 マ イク ロ シ ー ベ ルト を 超え 、0.5 マ イク ロ シ ー ベ ルト 
以下 の 地域 が あり まし た 。 








国 で は 、 長 期 的 な 目標 と し て 、 自 然 界 や 医療 行為 か ら 受け る 放射 
線量 を 除い た 追加 被ばく 線量 が 年 間 1 ミ リ シ ー ベ ルト (毎時 0.23 マ イ 
クロ シー ベル ト ) 以 下 を 目指 す と し て いま す 。 

















* 凡例 
地表 礁 か ら 1 m の 高 さ の 

空間 線量 率 ( Sv / hr ) 

[ 10 月 13 日 現在 の 億 に 換算 ] 
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腎 禁 折 図 電子 国土 


福島 第 一 原子 力 発電 所 事故 に よる 影響 を 把握 する た め 、 文 部 科学 【 航 空 モ ニタ リン ク グ 調査 結果 】 



















地 雪 画 か ら | m の 高き さ の 
時 空 幅 投 芯 率 ( Sv / hr 
【 10 朋 13 旦 筑 を の 件 に 反 条 

















出典 : 文部 科学 省 ホ ー ム ペー ジ 





【 航 空 機 


ジリ ンク) 
航空 機 モニ タリ ング は 、 
地表 面 の 放射 性 物質 の 蓄積 
状況 を 確認 する た め 、 豚 空 
機 に 大 型 高 感度 の 検出 器 を 
搭載 し 、 地 上 に 沈着 し た 放 


射 性 物質 カ 





\ ら の ガン マ 線 を 


広範 囲 か つ 迅 速 に 測定 する 


方 法 で す 。 


この 手法 は 、 原 子 力 安全 
委員 会 に よる 環境 モニ タリ 
ング 指針 に お いて も 有効 な 
手段 と し て 推奨 され て いる 


も の で す 。 
測定 原型 





E は 、 高 感度 の 検 


出 器 を 搭載 し た 航空 機 が 対 
地 高 度 150m か ら 300m 
の 上 空 を 飛行 し な が ら 、 上 
空 に お いて 地表 面 か ら の ガ 
ンマ 線 を 1 秒間 に 1 回 の 頻 


度 で 連続 江 





定 し 、 そ の 測定 


結果 を 高度 に よる 減衰 を 考 
慮 し 地表 面 か ら 1m の 空間 
線量 率 と し て 算出 する も の 


Lc 


県 内 の 放射 線 の 監視 体制 は どの よう に な っ て いま すか ? 


空間 線量 率 を 常時 監視 する モニ タリ ング ポス ト を 、 一関 市 、 大 船渡 市 、 宮古 市 、 滝沢 村 、 花 巻 市 、 奥州 市 、 釜石 市 、 久 慈 市 、 
二戸 市 に 追加 配備 し 、 平 成 23 年 12 月 末 か ら 既 存 の 盛岡 市 と 合わ せ て 10 台 体制 で 監視 し て お り 、 リ アル タイ ム で 公表 し て い 
ます 。 

また 、 サ ー ベ イメ ー タ を 各 合同 庁舎 に 配備 し 、 市 町 村 等 へ 貸出 し て いる ほか 、 県 内 の 公園 等 55 地 点 で 月 1 回 、 地 表 付近 の 
放射 線量 の 測定 を 実施 し 公表 し て いま す 。 

原発 事故 に よる 放射 性 物質 の 影響 は 長期 間 に わ た る と 考え られ る こと か ら 、 今後 と も 継続 し 監視 測定 を 実施 し て いき ます 。 





【 空 間 線 量 率 測定 結果 】 (http://www1a.biglobe.ne.jp/radiation-monitoring-system/pc/index.html) 


が 岩手 県 
現時 級 モ ニタ リン グ シス テム 時 新手 表 示 画 
現在 、 緑 時 に 異 常 は あり ませ ん 。 





観測 日 時 :2012 年 05 月 17 日 17 時 00 分 


* ー 戸 市 (岩手 県 二戸 地区 合同 庁 含 ) 
1 


① 関連 リッ タ 
涯 手 眼 公 式 ホ ー ム ペー ジ 


0.034 LGy/h I LA M⑩ 文部 科学 泊 ホ ー ム ペー ジ 
本 携帯 サイ ト OR コー ド 最新 地 測 表示 画面 








nM 



































百 古 市 ( 叶 古 市 立 販 古 小学 校 ] 
5 則 沢 村 ( 岩 手 則 立 大 学 ) 0.053 LGy/h に ーーーーーー ニ ーー 活 
Q ロ .060 Gy \ 内 制 
モニ タリ ング ポス ト 
弁 岡 市 (岩手 県 環境 保 禁 研究 セン ター) = 00 
3 こ = 
0.026 Ley/h Cy 笠置 場所 
代 石 市 (岩手 県 釜石 地区 合同 庁 合 ) 空間 線量 率 [IGwh] 
傘 、 0.055 LGy/h 地図 上 で 設置 場所 を クリ ッ ク す る よ と 、 
花巻 市 (岩手 県 共 巻 地区 合同 庁 合 こい ーー グラフ 等 の 詳細 情報 が 確認 で きま す 。 
s Gh : マイ ウロ グレ イ 毎 計 
0.034 Hoy/h 8 2. モニ タリ ング ポス ト 科 寺 高 さ は 、 呈 手 上 環境 
地球 究 セ ンダー 店 】 は 旨 必 屋上 (9 上 14 7 
Im)、 そ の 人 は 四 上 1m で す 。 
生ん 3 NR a 1 
回 a 平成 坦 年 度 か ら 平 成 21 年 度 ま で の 現 
抽 才 市 (岩手 貞 遇 州 地区 合同 庁 含 ) は 、 R084, 早 攻 L015 、 下 均 
5 Hin23HGY 池 で す 。 
Q.102 oy/h 4 市 記 吾 が 尾 各 と 一 時 的 に 故人 慎 が 上 昇 する 場 台 が 
お り ます 。 
® 0) 
I et | 雷 モ ニタ | 
EE 大 船 政 市 (岩手 県 大 船 政 地 区 合同 庁 含 ) ング 指針 : 原子 力 写 全 季 貞 会 、 平 成 20 年 3 月 、 
6 時 | ァ 22 胃 一 和 SD 
0.106 hGyh I 0.071 nGyh 
MN グラ フ 表 示 
' ・ 一 戸 市 (岩手 貞一 戸 地区 台 同 庁舎 ) 
・ 簡 沢村 岩手 順 立 大 学 ) 
・ 盛岡 市 (岩手 過 環 境 保 健 古 夫 セッ ンダー] 
6 ・ 花巻 市 (岩手 上 刀 花巻 地区 合同 庁舎) 
ご 地図 は 、 国 土地 理 塊 発行 の 牙 慎 地図 DOOD [地図 画 操 |」 を 二 用 し て いま す , ・ 昌 州 市 (岩手 叫 昌 州 地区 合同 店 書 } 





・ 一関 市 (反田 大 紀 観 別 局 ) 
・ 大 月 渡 市 (岩手 卓 太 舶 識 地 区 合同 牛舎 ] 
・ 釜石 市 (岩手 過 益 石 地区 合同 丘 講 ) 

・ 理 古市 ( 計 古 市 立 加 古 小学 料 ) 
・ 物 慕 市 (岩手 県 移 問 地区 台 同 庁舎 ) 


























出典 : 岩手 県 公式 ホー ムペ ー ジ 





